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質
問
第
五
三
号

　
北
見
道
路
に
関
す
る
質
問
主
意
書

右
の
質
問
主
意
書
を
国
会
法
第
七
十
四
条
に
よ
っ
て
提
出
す
る
。

　
　
平
成
十
九
年
六
月
二
十
七
日
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殿



　
　
　
北
見
道
路
に
関
す
る
質
問
主
意
書

　
北
海
道
開
発
局
（
以
下
「
開
発
局
」
と
い
う
。
）
は
、
北
見
市
南
部
の
丘
陵
地
帯
を
縦
貫
し
切
り
開
い
て
、
国
道
三
十
九
号

線
に
並
行
す
る
新
た
な
高
規
格
道
路
「
北
見
道
路
」
を
、
ト
ン
ネ
ル
五
本
、
橋
梁
八
箇
所
を
有
す
る
、
延
長
十
二
一
・
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
る
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
建
設
す
る
計
画
で
あ
る
。
同
計
画
は
一
九
九
七
年
に
事
業
化
、
一
、
0
0
一
年
に
環
境

影
響
評
価
を
行
い
、
一
．
○
〇
四
年
に
一
部
建
設
着
工
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
予
定
地
に
は
こ
の
地
域
で
は
わ
ず
か
と
な
っ
た

自
然
林
に
四
百
四
十
種
の
自
生
植
物
が
生
い
茂
り
、
各
所
に
湧
水
の
出
る
市
民
の
憩
い
と
散
策
の
場
が
あ
り
、
国
の
天
然
記
念

物
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
営
巣
・
繁
殖
、
我
が
国
固
有
種
で
絶
滅
危
惧
H
類
、
清
流
で
し
か
生
息
で
き
な
い
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
が
確
認

さ
れ
る
な
ど
、
市
街
地
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
多
様
で
豊
か
な
自
然
が
現
存
し
て
い
る
。
北
見
で
最
大
級
か
つ
全
道
で
も
五
指
に

入
る
胸
高
周
囲
五
・
五
メ
ー
ト
ル
の
ミ
ズ
ナ
ラ
の
ほ
か
、
周
囲
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
巨
木
も
多
数
存
在
す
る
。

　
周
辺
住
民
は
道
路
建
設
に
よ
る
自
然
破
壊
を
懸
念
す
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路
の
必
要
性
に
も
疑
問
を
投
げ
か
け
、
粘
り
強

い
運
動
を
続
け
て
い
る
が
、
昨
年
卜
．
一
月
、
開
発
局
事
業
審
議
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
事
業
再
評
価
を
行

い
、
継
続
を
決
定
し
た
。
以
下
、
北
見
道
路
事
業
再
評
価
原
案
準
備
書
（
以
ド
「
準
備
書
」
と
い
う
。
）
等
の
問
題
点
及
び
自

然
環
境
へ
の
影
響
調
査
等
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
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準
備
書
及
び
同
説
明
資
料
の
内
容
に
つ
い
て

1
　
北
見
道
路
の
事
業
費
、
総
費
用
に
つ
い
て

　
e
　
開
発
局
は
、
事
業
化
当
初
か
ら
北
見
道
路
の
事
業
費
を
四
百
億
円
と
説
明
し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
道
路
局
（
以
下

　
　
「
道
路
局
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
十
八
年
一
．
］
月
末
時
点
の
「
高
速
自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
自
動
車
専
用
道
路
」
に

　
　
関
す
る
資
料
で
、
北
見
道
路
の
「
最
新
の
事
業
費
」
を
四
百
四
十
億
円
と
し
て
い
る
。
一
方
、
準
備
書
で
は
、
開
発
局

　
　
は
全
休
事
業
費
．
一
百
二
十
三
億
円
、
総
費
用
三
百
十
五
億
円
と
し
、
こ
の
数
値
を
費
用
対
便
益
比
の
算
出
に
使
用
し
て

　
　
い
る
。
事
業
費
四
百
億
円
、
最
新
の
事
業
費
四
百
四
十
億
円
、
全
体
事
業
費
三
百
二
卜
三
億
円
、
総
費
用
。
一
百
卜
五
億

　
　
円
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
①
そ
の
内
容
、
構
成
す
る
費
目
（
工
事
費
、
用
地
費
、
補
償
費
、
維
持
管
理
費
、
調
査

　
　
費
、
設
計
費
、
事
務
費
、
職
員
給
与
、
営
繕
費
、
機
械
費
等
）
、
②
費
目
ご
と
の
積
算
額
、
③
ど
の
よ
う
に
コ
ス
ト
削

　
　
減
が
図
ら
れ
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

口
　
道
路
局
資
料
（
平
成
十
八
年
三
月
）
の
北
海
道
各
路
線
の
「
総
費
用
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
の
事
業
再
評
価
時
の

　
　
「
総
費
用
」
と
を
比
較
す
る
と
、
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
、
釧
路
外
環
状
道
路
、
美
幌
バ
イ
パ
ス
の
金
額
は
両
者
と
も
一

　
　
致
し
て
い
る
。
黒
松
内
道
路
（
延
長
四
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
「
最
新
の
事
業
費
」
は
、
道
路
局
資
料
で
は
百
八
十



　
　
億
円
に
対
し
、
平
成
十
九
年
度
再
評
価
結
果
で
は
「
総
費
用
」
百
八
十
一
億
円
（
事
業
費
百
六
十
八
億
円
と
維
持
管
理

　
　
費
十
二
億
円
）
と
一
億
円
増
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
「
総
費
用
」
と
は
、
　
「
事
業
費
」
と
「
維
持
管
理
費
」
を
合
わ
せ

　
　
た
額
で
あ
り
増
額
は
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
北
見
道
路
だ
け
が
「
最
新
の
事
業
費
」
四
百
四
卜
億
円
か
ら
、

　
　
「
事
業
費
」
に
つ
い
て
は
一
．
一
百
二
十
三
億
円
と
百
十
七
億
円
の
減
額
、
　
「
総
費
用
」
に
つ
い
て
は
三
百
十
五
億
円
と
百

　
　
二
十
五
億
円
も
の
減
額
が
生
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

2
　
北
見
市
内
の
「
渋
滞
の
状
況
」
及
び
北
見
道
路
の
交
通
量
に
つ
い
て

　
　
開
発
局
は
、
従
来
、
北
見
道
路
の
必
要
性
を
示
す
た
め
、
国
土
交
通
省
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
（
以
下
「
セ
ン
サ
ス
」
と

　
い
う
。
）
平
成
十
一
年
度
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
市
内
「
渋
滞
」
状
況
を
説
明
し
て
き
た
。
し
か
も
、
市
内
三
箇
所
の
観
測

　
地
点
（
三
輪
西
六
号
、
大
通
西
一
丁
目
、
端
野
町
三
区
）
の
う
ち
、
大
通
西
一
丁
目
だ
け
が
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度
時
速

　
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
時
速
十
九
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
取
り
上
げ
「
渋
滞
状
況
」
に

　
あ
る
と
説
明
し
て
き
た
。

　
の
　
昨
年
六
月
、
平
成
十
七
年
度
セ
ン
サ
ス
は
、
大
通
西
一
王
目
で
時
速
二
十
一
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
な
ど
、
三

　
　
箇
所
の
調
査
地
点
す
べ
て
で
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度
が
時
速
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
混
雑
が
緩
和
し
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
二



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
準
備
書
説
明
資
料
で
は
平
成
十
七
年
度
セ
ン
サ
ス
の
デ
ー
タ
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
混
雑

　
緩
和
の
説
明
も
な
い
。
道
路
状
況
の
説
明
に
は
、
従
来
か
ら
使
用
し
て
い
た
定
点
観
測
デ
ー
タ
を
継
続
的
に
使
用
す
る

　
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
「
内
々
交
通
や
方
向
別
等
の
分
析
」
も
必
要
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
平
成

　
十
七
年
度
セ
ン
サ
ス
を
使
用
し
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
埋
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

口
　
開
発
局
は
、
警
察
庁
交
通
課
が
計
測
し
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
（
以
ド
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
が
保
有

　
す
る
二
〇
〇
四
年
一
月
か
ら
十
二
月
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
北
見
市
内
は
「
混
雑
ま
た
は
渋
滞
が
発
生
」
と
す
る
資

　
料
を
作
成
し
た
。
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
な
い
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
を
こ
こ
で
利
用
し
た
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。
ま

　
た
、
セ
ン
タ
ー
は
、
道
路
設
置
者
の
要
望
に
よ
り
、
月
単
位
の
最
新
デ
ー
タ
の
提
供
が
可
能
だ
が
、
、
一
〇
〇
六
年
十
二

　
月
の
委
員
会
へ
の
資
料
準
備
に
最
新
デ
ー
タ
を
使
用
し
な
か
っ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

の
　
開
発
局
は
、
北
見
道
路
の
交
通
量
を
八
千
百
台
／
日
か
ら
九
千
二
百
台
／
日
と
説
明
し
て
い
る
．
一
方
、
北
見
－
帯

　
広
間
の
北
海
道
横
断
道
路
が
全
面
完
成
し
た
場
合
、
交
通
量
は
四
千
台
／
口
と
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
横
断
道
路
の
一

　
部
と
さ
れ
る
北
見
道
路
の
交
通
量
の
算
定
根
拠
を
、
北
海
道
横
断
道
路
と
の
比
較
に
よ
り
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
北
海

　
道
横
断
道
路
が
全
面
完
成
し
た
場
合
の
足
寄
－
北
見
間
の
費
用
対
便
益
が
一
二
一
…
と
な
り
、
北
見
道
路
の
費
用
対
便



　
　
益
が
二
・
三
と
な
る
根
拠
に
つ
い
て
、
北
海
道
横
断
道
路
と
の
比
較
に
よ
り
示
さ
れ
た
い
。

四
　
総
便
益
七
百
三
十
六
億
円
、
走
行
時
間
短
縮
便
益
六
百
二
卜
八
億
円
、
走
行
経
費
減
少
便
益
七
十
．
一
億
円
、
交
通
事

　
　
故
減
少
便
益
三
十
七
億
円
の
意
味
す
る
内
容
と
そ
れ
ぞ
れ
の
算
出
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

αり

　
国
土
交
通
省
の
道
路
事
業
の
交
通
量
予
測
は
各
地
で
大
幅
に
見
込
み
を
下
回
っ
て
い
る
。
北
見
道
路
に
関
す
る
交
通

　
　
量
見
込
み
が
今
回
の
予
測
を
大
幅
に
下
回
っ
た
場
合
、
そ
の
説
明
責
任
は
ど
こ
が
負
う
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

3
　
　
「
主
要
な
観
光
地
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
」
こ
と
に
つ
い
て

　
　
準
備
書
説
明
資
料
は
、
札
幌
か
ら
旭
川
を
経
て
知
床
に
至
る
観
光
ル
ー
ト
を
図
示
し
、
北
見
道
路
は
「
道
内
周
遊
観
光

　
の
利
便
性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
旭
川
・
紋
別
自
動
車
道
が
先
行
し
遠
軽
ま
で
は

　
七
割
近
く
完
成
し
て
お
り
、
北
見
道
路
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
ま
た
利
用
す
る
必
要
も
な
く
、
旭
川
．
紋
別
道
路
の
完
成

　
区
間
と
国
道
を
利
用
し
て
、
遠
軽
か
ら
ル
ク
シ
峠
を
経
て
知
床
へ
入
る
方
が
時
間
短
縮
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政

　
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

4
　
　
「
三
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ
る
」
こ
と
に
つ
い
て

　
　
準
備
書
説
明
資
料
で
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
と
ほ
ぼ
同
面
積
で
あ
る
と
い
う
岐
阜
県
と
の
比
較
を
図
示
し
、
委
員
会
で



　
「
三
次
医
療
圏
が
岐
阜
は
六
つ
だ
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
は
一
箇
所
」
、
　
二
つ
の
病
院
が
カ
バ
ー
す
る
面
積
は
こ
れ
く
ら

　
い
差
が
あ
る
中
で
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
非
常
に
寄
与
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

8
　
北
見
道
路
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
か
ら
の
北
見
赤
十
字
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
「
非
常
に
寄
与
す
る
」
と
し
、
圏
内
全
域

　
　
二
十
二
市
町
村
か
ら
同
病
院
へ
の
搬
送
実
績
（
千
四
百
五
十
八
件
／
年
）
を
図
示
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
わ
せ
て
北
見

　
　
道
路
が
二
十
、
一
市
町
村
か
ら
の
搬
送
に
ど
れ
だ
け
時
間
短
縮
に
な
る
か
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
示

　
　
さ
れ
た
い
。

　
口
　
国
土
交
通
省
北
海
道
局
は
私
の
事
務
所
に
対
し
、
北
見
道
路
完
成
後
、
同
道
路
を
利
用
し
て
北
見
赤
十
字
病
院
に
搬

　
　
送
す
る
見
込
み
の
自
治
体
は
、
四
市
町
（
訓
子
府
、
陸
別
、
紋
別
、
網
走
、
搬
送
実
績
は
計
．
一
百
三
十
六
件
）
と
み
て

　
　
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
委
員
会
で
は
そ
う
し
た
説
明
は
な
く
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
全
域
か
ら
の
救
急
搬

　
　
送
が
同
道
路
を
利
用
す
る
と
の
印
象
を
与
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
資
料
等
は
北
見
道
路
の
事
業
効
果
の
説
明
と
し
て
不

　
　
適
切
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

5
　
　
「
北
見
道
路
の
整
備
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
自
動
車
か
ら
の
C
O
2
排
出
量
」
に
つ
い
て

　
〕
〕
　
準
備
書
説
明
資
料
は
、
北
見
道
路
整
備
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
C
O
2
排
出
量
を
、
四
百
三
十
t

C
O
2
／
年
と
し



　
て
い
る
。
こ
の
算
出
根
拠
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

口
　
こ
の
C
O
2
排
出
量
の
算
出
に
は
、
北
見
道
路
を
通
行
す
る
見
込
み
の
八
千
百
台
／
日
か
ら
九
千
二
百
台
／
日
の
車

　
両
か
ら
排
出
さ
れ
る
新
た
な
C
O
2
量
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
排
出
量
に
つ
い

　
　
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

日
　
開
発
局
は
北
見
道
路
の
建
設
に
よ
る
樹
木
伐
採
本
数
は
約
三
万
本
と
し
て
い
る
が
、
政
府
は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

　
　
と
し
て
森
林
の
C
O
2
吸
収
源
と
し
て
の
役
割
に
着
目
し
て
お
り
、
道
路
建
設
に
よ
る
樹
木
伐
採
が
C
O
2
吸
収
量
に

　
　
与
え
る
影
響
、
量
に
つ
い
て
も
言
及
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

6
　
道
路
事
業
の
評
価
方
法
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
現
在
の
道
路
事
業
の
評
価
方
法
は
、
総
費
用
（
工
事
費
、
用
地
費
・
補
償
費
、
維
持
管
理
費
）
を
総
便
益
（
走
行
時
間

　
短
縮
、
走
行
経
費
減
少
、
交
通
事
故
減
少
）
で
除
し
た
数
値
で
表
す
の
み
で
あ
り
、
道
路
事
業
に
よ
り
増
加
が
予
想
さ
れ

　
る
騒
音
、
交
通
量
増
加
に
よ
る
N
O
x
、
P
M
（
粒
子
状
物
質
）
は
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
貴
重
な
自
然
環
境

　
や
自
然
景
観
が
損
な
わ
れ
る
点
は
無
論
の
こ
と
、
近
年
、
問
題
視
さ
れ
て
い
る
ロ
ー
ド
キ
ル
も
含
め
希
少
野
生
動
植
物
が

　
失
わ
れ
る
こ
と
、
市
民
が
静
か
な
森
林
や
水
辺
を
散
策
す
る
楽
し
み
、
安
ら
ぎ
を
失
う
こ
と
の
重
大
性
の
評
価
も
な
い
。
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こ
う
し
た
現
在
の
評
価
方
法
は
市
民
が
生
活
す
る
上
で
、
か
け
が
え
の
な
い
価
値
を
持
つ
事
物
を
捨
象
し
た
極
め
て
一
面

　
的
で
妥
当
性
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、
評
価
の
在
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た

　
自
然
環
境
、
希
少
野
生
動
物
へ
の
影
響
調
査
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

　
北
見
道
路
予
定
地
は
、
希
少
野
生
動
物
が
生
息
で
き
る
自
然
が
湧
水
地
と
一
体
と
な
っ
て
多
様
で
豊
か
な
生
態
系
を
維
持

し
て
お
り
、
道
路
建
設
に
伴
う
自
然
環
境
へ
の
影
響
を
多
面
的
に
調
査
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。1

　
国
の
天
然
記
念
物
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
営
巣
地
は
、
工
事
区
域
か
ら
四
百
メ
ー
ト
ル
と
い
う
至
近
距
離
に
あ
る
。
営
巣
地
周

　
辺
で
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
続
き
、
橋
梁
工
事
の
た
め
の
杭
打
ち
な
ど
が
相
当
な
騒
音
を
発
生
さ
せ
て
お
り
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ

　
が
営
巣
放
棄
す
る
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
　
「
北
見
道
路
整
備
に
お
け
る
環
境
保
全
対
策
を
考
え
る
懇
談
会
」
　
（
以

　
下
「
懇
談
会
」
と
い
う
。
）
は
、
営
巣
地
付
近
の
清
流
音
が
工
事
騒
音
を
弱
め
る
と
し
て
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
生
息
に
は
「
影

響
が
な
い
」
と
断
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
道
路
完
成
後
の
排
気
ガ
ス
、
騒
音
、
照
明
な
ど
が
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い

　
う
根
拠
は
示
し
て
い
な
い
。
懇
談
会
が
「
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
生
息
に
影
響
が
な
い
」
と
し
た
科
学
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。



2
　
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
湧
水
域
付
近
に
住
み
着
き
落
葉
広
葉
樹
を
食
す
生
態
が
あ
り
、
建
設
工
事
に
よ
り
多
数
の
広
葉

　
樹
が
伐
採
さ
れ
れ
ば
、
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
・
二
の
生
態
系
を
も
破
壊
す
る
懸
念
が
あ
る
。
開
発
局
は
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
や
ニ
ホ
ン

　
ザ
リ
ガ
ニ
、
ま
た
水
質
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
供
用
開
始
後
五
年
程
度
行
う
か
な
ど
継
続
時
期
に
つ

　
い
て
「
懇
談
会
に
諮
り
、
意
見
を
聴
き
な
が
ら
対
応
」
と
説
明
し
て
い
る
．
今
後
、
懇
談
会
を
開
催
す
る
際
は
委
員
に
オ

　
ジ
ロ
ワ
シ
と
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
専
門
家
を
入
れ
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
科
学
的
に
検
証
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

　
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

3
　
山
間
部
や
丘
陵
を
貫
通
す
る
道
路
建
設
は
、
地
下
水
脈
を
断
ち
切
る
こ
と
に
な
り
、
高
尾
山
ト
ン
ネ
ル
工
事
や
大
阪
箕

　
面
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ど
各
地
で
は
、
水
枯
れ
、
水
位
低
下
な
ど
の
重
大
な
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
北
見
道

　
路
予
定
地
も
周
辺
に
多
数
の
湧
水
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
ト
ン
ネ
ル
⊥
事
に
よ
る
影
響
を
把
握
し
続
け
る
た
め
、
ま
ず
建

　
設
予
定
地
及
び
周
辺
の
湧
水
箇
所
の
分
布
状
況
と
水
量
等
の
現
状
把
握
及
び
オ
ジ
ロ
ワ
シ
に
影
響
を
与
え
る
常
呂
川
の
水

　
質
、
水
量
、
水
位
な
ど
の
調
査
を
継
続
し
、
デ
ー
タ
を
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

4
　
委
員
会
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
基
準
を
最
初
に
定
め
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対

　
象
ご
と
の
基
準
及
び
ど
の
よ
う
に
し
て
定
め
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
工
事
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〇

と
の
関
連
で
は
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
営
巣
へ
の
影
響
、
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
息
数
の
変
化
、
湧
水
箇
所
の
水
位
・
水
量
低

下
な
ど
科
学
的
な
ラ
イ
ン
を
定
め
、
影
響
が
出
た
場
合
は
直
ち
に
工
事
を
中
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
示

さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。


